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韓国江原道教育庁との交流の中断について、別紙のとおり報告します。
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韓国江原道教育庁との交流の中断について
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教 育 総 務 課

１ 概要

鳥取県教育委員会と韓国江原道教育庁は平成７年に「姉妹結縁」の協定を締結し、教育長

と教育監、児童生徒、教職員、ＰＴＡなど様々な相互交流を行ってきた。

平成１７年４月以降、竹島問題に伴い教育長と教育監の相互交流が一時中断していたが、

本年度から交流が再開し、本年５月に中永教育長が訪韓を行った。

しかし、教科書学習指導要領解説書への竹島の領有権明記の決定に伴い、韓国江原道教育

庁から７月１７日付けで交流中断の書簡が届いたものである。

２ 経緯

○７月１７日（木）２０時過ぎに、資料１のとおり韓国江原道教育庁教育監から中永教育

長宛メ－ルが届いた。

○同月１８日（金）に資料２のとおり翻訳し、今後の対応を協議した。

○同月２３日（水）に資料３、４のとおり、中永教育長から韓国江原道教育庁教育監宛の

文書をメ－ルで送付後、郵送した。

○本日現在、上記の文書に対する返答は無し。

３ 対応状況

今年度実施予定であった下記事業については、関係課において事業中断の手続を実施して

いるところ。

＜交流中断により影響が出た事業＞

事 業 名 時 期 内 容

鳥取県ＰＴＡ交流団の訪韓 H20.8.26-29 鳥取県のＰＴＡ関係者７名が訪韓し、江原

道のＰＴＡと交流を行う。

鳥取県児童生徒交流団の訪韓 H20.9.9-12 鳥取県の小中高校生２１名が訪韓し、江原

道の児童生徒と交流を行う。

江原道教育監の来日 H20.10 教育監が来日し、今後の教育交流に係る協

議を行う。

日韓児童生徒教員美術展 H20.10 教育監の来日を記念して、両県道の児童生

徒及び教員の美術展を開催する。

４ その他

県内の高等学校が韓国の学校と独自で行っている学校間交流については、韓国の学校側か

ら交流中断の申し出もなく、予定どおり交流事業を実施する予定。














